
【 対 ⾯ 】ピアザ淡海 305会議室（滋賀県⼤津市におの浜1-1-20 ）
          ※※対⾯参加の場合、お名刺をご持参ください。（参加者同⼠の意⾒交換の時間もございます。）
【オンライン】 zoom ウェビナー   ※対⾯‧オンラインのハイブリット開催

2026年 ７⽉21⽇ [⽕]  14:00〜15:30 [開場：13:30〜]開催⽇

開催場所

 受託者：       e-dash株式会社主催： 滋賀県

滋賀県内中⼩企業の皆様へ

昨今の異常気象や気候変動から
みる脱炭素の重要性

地球温暖化により猛暑や⼤⾬などの異常気象が深刻化しており、
特に2000年代以降その影響が増しています。2050年のカーボン
ニュートラル実現が不可⽋であり、本パートでは滋賀県の気候変
動を例に、脱炭素の重要性を伝えます。

櫻⽥ 彩⼦ ⽒講演者

第1部

中⼩企業の取り組み事例紹介
2030年脱炭素企業への変⾰で
企業価値を創造する

2030年までの完全脱炭素化(100%再⽣可能エネルギーの活⽤)を掲
げ、全社LED化、省エネ型加⼯機の導⼊、CO2排出量の可視化、再
エネ利⽤など積極的な取組を進めている脱炭素経営のご紹介で
す。

⽇崎⼯業株式会社 三瓶 修 ⽒講演者

第3部

今、中⼩企業が脱炭素経営に
取り組む必要性について

1次データを活⽤した排出量算定や排出量取引制度など、サプライ
チェーンを取り巻く脱炭素経営の取り組みが広がっています。なぜ
中⼩企業が脱炭素経営に取り組む必要があるのか、その⽅法やメ
リットについてお伝えします。

e-dash株式会社講演者

第2部

令和8年度温室効果ガス排出量可視化⽀援事業や滋賀県にて実施し
ている脱炭素関連補助⾦について紹介します。

滋賀県 CO₂ネットゼロ推進課講演者

お申し込みはこちらから

※定員に達し次第、締め切らせていただく場合がございます

滋賀県事業のご紹介
第4部

参 加 費

無 料

サプライチェーン全体で取り組みが進む脱炭素経営。企業価値を⾼め、「⽣き残る企業」になるため
に、中⼩企業においても経営課題のひとつとなっています。本セミナーでは、脱炭素経営を実施するこ
とにより、環境‧ビジネスの視点から脱炭素経営の必要性を紐解き、「今何をすべきか」「⾃社のメ
リットにつながるのか」を具体的な⽅法をふまえてお伝えします。

参加申込期⽇

23:59まで
定員：50名程度

7⽉20⽇⽉
t

8/27（⽊）：脱炭素経営セミナー実践編
9/10（⽊）：脱炭素経営セミナー応⽤編
       （削減後の次なる⼀⼿）

滋賀県内 中⼩企業の皆様へ

今後開催予定のセミナー情報

脱炭素経営⼊⾨編

～経営改善ファーストステップ～

CO₂⾒える化トライアルしが
脱炭素経営セミナー⼊⾨編


